
序

佐
藤
一
斎
（
安
永
元
年
ｌ
安
政
六
年
、
一
七
七
二
’
一
八
五
九
）
に
は
、
自

分
の
思
想
を
体
系
的
に
開
陳
し
た
著
作
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
思
想
の
核
心

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
斎
の
主
著
と
さ
れ
て
い
る

も
の
に
「
言
志
四
録
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
斎
が
折
に
触
れ
て
書
き

記
し
た
筬
言
集
で
あ
り
、
短
い
条
文
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

ど
の
条
文
を
選
び
出
し
て
一
斎
の
思
想
を
構
築
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
趣
を

異
に
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
一
斎
が
よ
く
問
題
に
し
て
い
る
テ
ー
マ
（
天
、

数
、
敬
、
誠
、
朱
陸
論
な
ど
）
ご
と
に
条
文
を
分
類
、
整
理
す
る
こ
と
が
肝
要

と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
斎
に
は
「
言
志
四
録
」
の
外
に
、
欄
外
書
な
ど

の
著
作
も
あ
る
。
ま
た
「
言
志
四
録
」
は
、
四
十
二
歳
以
後
の
後
半
生
に
限
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
果
し
て
ど
こ
ま
で
一
斎
の

思
想
的
営
為
の
全
体
を
貫
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
検
討
を
要
す
る
。
そ
こ
で
現

在
分
か
っ
て
い
る
、
一
斎
が
生
涯
に
書
き
残
し
た
著
作
か
ら
書
き
込
み
に
至
る

ま
で
全
て
目
を
通
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
、

性
格
の
異
な
る
著
作
間
に
お
い
て
同
様
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
を

佐
藤
一
斎
の
思
想

ｌ
寛
政
期
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

見
付
け
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
斎
の
思
想
の
核
心
に
迫
り
た
い
と
思
う
。
本

稿
で
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
寛
政
期
に
つ
い
て
、

従
来
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
史
料
を
手
が
か
り
に
し
て
ま
と
め
て
お
き
た

い
。

と
こ
ろ
で
江
戸
時
代
の
儒
学
思
想
史
の
流
れ
を
概
観
す
れ
ば
、
朱
子
学
及
び

陽
明
学
か
ら
出
発
し
、
途
中
仁
斎
学
、
沮
棟
学
が
登
場
し
て
、
十
八
世
紀
に
は

祖
係
学
が
一
世
を
風
塵
し
、
ま
た
折
衷
学
が
現
わ
れ
る
。
し
か
し
、
寛
政
異
学

の
禁
の
頃
か
ら
祖
棟
学
は
力
を
弱
め
、
そ
れ
以
降
は
再
び
朱
子
学
、
陽
明
学
が

主
流
と
な
り
、
ま
た
考
証
学
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
本
稿
に
か
か
わ
る

江
戸
後
期
に
つ
い
て
、
な
ぜ
柤
侠
学
が
弱
体
化
し
、
逆
に
朱
子
学
、
陽
明
学
が

復
活
し
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
個
々
の
思
想
家
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
内
容
を
精
密
に

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

実
は
一
斎
は
、
寛
政
期
に
お
い
て
狙
棟
学
を
批
判
し
、
さ
ら
に
朱
子
学
か
ら

陸
王
学
へ
と
引
か
れ
て
い
く
。
そ
れ
を
貫
く
問
題
関
心
を
考
察
す
る
本
稿
は
、

今
後
、
江
戸
後
期
儒
学
思
想
史
の
先
の
問
題
解
明
の
一
助
と
な
り
得
る
と
思

瑳
旬
ノ
０

中
村
安
宏
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一
、
寛
政
期
の
思
想
遍
歴

一
斎
が
寛
政
期
に
お
い
て
、
如
何
な
る
思
想
遍
歴
を
た
ど
っ
た
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
従
来
、
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
高
瀬
代
次
郎
氏
は
「
柤
侠
学

派
よ
り
朱
子
学
派
に
、
朱
子
学
派
よ
り
陽
明
学
派
に
傾
」
い
た
の
で
は
と
指
摘

（
１
Ａ
）

し
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
の
事
情
が
具
体
的

に
分
か
る
史
料
を
発
掘
し
考
え
て
い
こ
う
。

（
の
色
）

「
孝
経
楼
漫
録
序
」
に
は
次
の
語
が
見
え
る
。

予
自
二
束
髪
受
戸
書
時
一
、
即
獲
三
与
．
聞
宋
儒
緒
論
一
。
耳
之
所
し
紐
、
目
之

所
し
熟
、
心
寛
不
し
致
し
疑
焉
。

「
束
髪
」
と
は
、
男
子
が
初
め
て
髪
を
結
ぶ
十
五
歳
を
指
し
、
天
明
六
（
一

七
八
六
）
年
に
相
当
す
る
。
こ
の
頃
か
ら
一
斎
は
、
宋
学
を
学
ん
で
い
た
こ
と

へ
Ｑ
ｕ
）

が
分
か
る
。

一
斎
の
朱
子
学
に
向
か
う
姿
勢
は
ど
う
で
あ
る
か
。
寛
政
二
（
一
七
九
○
）

（
４
）

年
冬
の
『
石
経
大
学
孜
』
序
言
に
は
、
「
庶
幾
乎
為
二
朱
門
之
忠
臣
一
美
」
と
あ

（
貝
Ｊ
）

る
。
同
年
一
斎
は
、
朱
子
学
を
信
奉
す
る
立
場
か
ら
『
論
語
互
弁
』
を
著
し
て

い
る
が
、
十
一
月
一
日
の
自
序
の
な
か
で
、
「
予
之
所
し
不
し
言
、
乃
晦
翁
之
所
し

言
、
予
之
所
し
言
、
乃
晦
翁
之
所
し
不
し
言
、
湊
合
併
見
、
庶
幾
乎
補
二
晩
出
万
分

之
一
一
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
忠
臣
」
は
、
朱
子
の
説
に
一
字
一
句
ま
で

も
追
従
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
朱
子
に
誤
謬
が
あ
れ
ば
補
正
し
て
い
こ
う
と

す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
一
斎
は
、
朱
子
学
を
宗
と
し
な
が
ら
も
、

い
わ
ば
開
か
れ
た
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

へ
一
度
Ｕ
）

翌
寛
政
三
年
二
月
、
一
斎
は
祖
侠
学
を
批
判
し
た
『
讓
園
關
蕪
』
を
完
成
さ

な
お
本
稿
で
使
用
し
た
史
料
の
返
り
点
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

せ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
朱
子
学
、
陸
王
学
に
言
及
し
て
い
る
も
の
を
挙
げ

』
’
一
ア
匂
／
Ｏ

⑨
一
日
而
衆
善
傅
二
諸
身
一
、
衆
恵
如
レ
操
者
、
象
山
陽
明
之
属
耳
。
何
須
二
物

子
一
而
后
知
二
其
非
ア
是
乎
。
若
二
夫
朱
学
一
則
不
レ
然
。
其
所
し
貴
在
二
優
柔
自

得
反
覆
沈
潜
之
間
一
・
（
第
一
二
則
）

⑧
窮
理
之
義
、
至
二
一
貫
一
而
已
焉
。
豈
窮
而
尽
レ
之
之
云
哉
。
抑
非
二
陽
明

窮
し
竹
之
比
一
也
。
朱
子
日
、
窮
理
且
し
令
し
有
二
切
レ
己
工
夫
一
。
若
下
只
淀

窮
二
天
下
万
物
之
理
一
不
参
務
レ
切
レ
己
、
即
遺
書
所
謂
遊
騎
無
し
帰
実
。
（
第

二
一
則
）

○
夫
択
二
中
於
胸
臆
一
者
、
陸
王
之
派
已
。
若
二
夫
聖
人
之
学
一
、
母
レ
意
母
レ

必
、
唯
物
是
格
。
豈
以
二
己
意
一
哉
。
（
第
三
則
）

㈱
で
は
陸
王
の
工
夫
を
批
判
し
、
朱
子
の
工
夫
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
、

⑧
で
は
朱
子
の
窮
理
と
は
、
王
陽
明
が
誤
解
し
た
よ
う
な
天
下
万
物
の
理
を
窮

め
尽
す
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
切
実
な
工
夫
で
あ

る
と
い
う
。
。
で
は
陸
王
学
に
は
客
観
性
が
な
く
、
私
意
に
任
せ
る
こ
と
に
な

る
点
を
指
摘
す
る
。
以
上
に
お
い
て
一
斎
は
、
陸
王
学
に
対
し
て
は
目
の
敵
に

し
て
批
判
す
る
。
一
斎
が
朱
子
学
を
宗
と
し
な
が
ら
も
開
か
れ
た
態
度
で
あ
っ

た
点
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
ま
で
は
、
陸
王
の
説
に
よ
り

朱
子
説
を
補
お
う
と
す
る
姿
勢
は
見
え
な
い
。

一
斎
は
い
つ
か
ら
陸
王
学
へ
と
引
か
れ
て
い
く
の
か
。
楠
本
碩
水
（
一
八
三

（
７
）

二
’
一
九
一
六
、
安
政
五
年
に
一
斎
に
師
事
）
の
『
先
師
佐
藤
一
斎
先
生
遣
事
』

に
は
「
壬
文
成
公
全
書
、
林
述
斎
為
二
岩
村
藩
公
子
一
時
、
所
二
購
贈
一
也
」
の
語

が
見
え
る
。
ま
た
一
斎
は
寛
政
四
年
二
月
、
後
の
林
述
斎
の
勧
め
で
大
坂
に
赴

き
、
懐
徳
堂
の
中
井
竹
山
（
一
七
三
○
’
一
八
○
四
、
当
時
六
十
三
歳
）
に
師

七
一
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（
○
Ｏ
）

事
し
、
同
年
六
月
に
江
戸
に
帰
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
時
竹
山
か
ら
贈
ら
れ

た
「
困
而
後
宿
、
什
而
復
興
」
の
語
を
め
ぐ
っ
て
、
「
書
竹
山
先
生
遺
墨
後
」

（
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
三
二
、
弘
化
三
年
）
に
は
、
「
首
句
先
生
造
語
、
末
句

則
王
文
成
成
語
。
蓋
以
三
余
信
二
文
成
一
、
故
餅
二
二
句
一
以
為
レ
警
」
の
語
が
見
え

（
ｎ
コ
）

る
。
高
瀬
代
次
郎
氏
は
こ
の
二
つ
の
史
料
を
引
い
て
、
一
斎
は
寛
政
四
年
六
月

（
、
）

以
前
か
ら
陽
明
学
を
信
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
お
そ
ら
く
一
斎
は
、
寛

政
四
年
六
月
頃
に
は
陽
明
学
に
引
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
時

期
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
寛
政
三
年
二
月
よ
り
は
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
点
は
今
回
新
た
に
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
一
斎
が
陸
王
学
へ

と
引
か
れ
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
、
従
来
は
回
想
史
料
し
か
な
か
っ
た
が
、
今

回
、
当
時
書
か
れ
た
確
実
で
具
体
的
な
史
料
が
発
見
で
き
た
の
で
、
次
に
挙
げ

ヲ
（
句
Ｏ

寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
二
月
二
日
、
一
斎
は
中
嶋
左
仲
の
紹
介
に
よ
り
、

林
大
学
頭
信
敬
（
一
七
六
七
’
一
七
九
三
）
に
入
門
す
る
。
そ
の
信
敬
が
同
年

四
月
二
十
日
に
没
し
た
た
め
、
松
平
衡
（
述
斎
、
一
七
六
八
’
一
八
四
一
）
が

（
皿
）

林
家
を
継
ぎ
、
一
斎
は
そ
の
ま
ま
述
斎
の
門
人
と
な
る
。
同
年
一
斎
は
、
陸
象

（
岨
）

山
門
下
の
衰
曼
の
『
棄
斎
毛
詩
経
筵
講
義
」
を
手
写
し
、
四
月
五
日
に
完
成
し

て
い
る
。
「
題
棄
斎
毛
詩
経
筵
講
義
後
」
（
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
二
六
）
の
な
か

で
一
斎
は
、
陸
象
山
の
旨
を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
楊
慈
湖
の
『
楊
氏
易
伝
』
、

銭
融
堂
の
『
尚
書
演
義
』
、
呉
草
盧
の
『
礼
記
纂
言
』
、
湛
甘
泉
の
『
春
秋
正

伝
』
を
挙
げ
、
『
棄
斎
毛
詩
経
筵
講
義
』
も
同
様
の
性
格
の
も
の
と
し
て
愛
玩

し
、
手
写
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

翌
寛
政
六
年
四
月
、
近
江
仁
正
寺
藩
主
、
市
橋
長
昭
（
一
七
七
三
’
一
八
一

四
）
の
帰
藩
に
際
し
て
作
ら
れ
た
「
送
仁
正
侯
還
藩
序
」
（
『
愛
日
楼
全
集
』
巻

四
）
の
な
か
に
は
次
の
語
が
見
え
る
。

先
生
（
林
述
斎
ｌ
筆
者
注
）
以
二
洛
閏
之
学
一
高
二
於
一
世
一
者
。
而
予
亦
北

面
執
贄
。
唯
其
意
見
之
或
少
異
。
乃
時
有
下
雑
以
二
青
田
余
眺
之
説
一
者
上
、

吾
不
二
自
庵
一
也
。
而
世
之
議
者
、
賭
二
其
如
該
此
也
、
刺
相
証
殴
、
乃
相
指

斥
日
、
彼
異
学
也
、
彼
陽
儒
而
陰
釈
也
、
彼
其
心
求
二
異
於
人
一
也
。
億
嬉

予
何
所
し
喜
而
故
為
二
自
証
一
以
速
二
証
於
世
一
、
而
其
於
下
不
し
肯
し
信
二
於
心
一

者
上
、
独
不
レ
得
丁
援
一
佗
説
一
為
二
之
折
衷
一
以
求
丙
斯
理
之
帰
乙
於
至
当
甲
歎
。

一
斎
は
程
朱
学
を
宗
と
す
る
林
家
の
門
人
で
あ
り
、
折
し
も
寛
政
異
学
の
禁

が
発
令
さ
れ
た
後
で
あ
る
。
世
間
の
非
難
を
浴
び
な
が
ら
も
自
分
の
信
ず
る
と

こ
ろ
に
従
い
、
公
然
と
陸
王
の
説
を
採
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ

ま
で
の
考
察
か
ら
、
朱
子
学
を
信
奉
し
て
い
た
一
斎
は
、
寛
政
三
年
二
月
か
ら

翌
年
六
月
に
か
け
て
王
陽
明
に
対
し
て
関
心
を
抱
き
、
陸
象
山
に
も
引
か
れ
、

陸
王
学
を
採
り
入
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
佐
藤
立
軒
（
一
斎
の
嗣
子
、
一
八
一
三
’
一
八
八
五
）
の
「
賊

（
凪
）

弁
道
薙
蕪
後
」
に
は
、
「
弁
道
薙
蕪
二
巻
、
寛
政
辛
亥
年
、
家
翁
所
し
著
也
。

当
二
此
時
一
、
物
氏
之
学
大
行
二
於
世
一
・
家
翁
亦
幼
従
．
事
其
学
一
・
既
而
断
然
知
二

其
説
之
非
一
、
著
二
此
書
一
以
薙
二
其
蕪
一
焉
」
と
見
え
る
。
高
瀬
氏
は
こ
れ
を
引

い
て
、
一
斎
は
「
祖
侠
学
派
よ
り
朱
子
学
派
に
、
朱
子
学
派
よ
り
陽
明
学
派
に

傾
」
い
た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
う
ち
朱
子
学
か
ら
陽
明
学
へ
と
い
う
関
心
の
推

移
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
果
し
て
一
斎
に
は
柤
侠
学
派
と
呼
べ
る
時
期
が
あ
っ

た
の
か
、
一
斎
自
身
が
書
い
た
も
の
で
そ
れ
を
確
証
す
る
史
料
は
見
当
た
ら
な

い
。
ま
し
て
先
の
「
孝
経
楼
漫
録
序
」
を
見
れ
ば
、
「
柤
侠
学
派
よ
り
朱
子
学

派
に
」
と
は
考
え
に
く
い
。
一
斎
に
沮
棟
学
派
と
い
う
時
期
を
措
定
す
る
点

（
Ｍ
）

は
、
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
を
待
ち
た
い
。

七
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二
、
青
年
一
斎
の
悔
悟

一
斎
は
寛
政
二
（
一
七
九
○
）
年
十
九
歳
の
時
、
あ
る
悔
悟
を
し
て
い
る
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
、
そ
の
後
の
思
想
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
く
の
か
、
こ
こ
で
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め

（
嘘
）

に
、
そ
の
前
年
十
一
月
二
十
三
日
に
書
か
れ
た
『
孝
経
解
意
補
義
』
自
序
を
見

レ
‘
｛
シ
、
ダ
。

予
幼
従
し
師
受
二
句
読
一
・
以
為
孝
百
行
之
本
・
欲
三
筍
学
二
先
王
之
道
一
者
不
レ

志
二
子
孝
一
而
可
乎
。
既
志
二
干
孝
一
不
二
親
行
戸
之
而
可
乎
。
是
以
将
レ
行
二
孝

経
所
Ｐ
説
。
然
其
旨
深
重
、
其
義
高
尚
。
動
刺
論
二
立
レ
身
行
し
道
場
し
名
之

義
一
、
此
三
者
固
百
行
之
伍
而
最
大
難
事
、
亦
似
下
与
二
孝
之
義
一
有
中
庭
径
上

也
。
（
中
略
）
孝
之
深
切
著
明
也
、
論
語
礼
記
諸
篇
備
載
焉
。
行
し
之
有
し
余

也
。
然
則
孝
経
若
し
無
二
稗
益
一
然
。
於
レ
是
蓄
疑
久
し
之
。
一
旦
諮
然
日
、

鳴
呼
孝
経
之
作
、
有
し
以
哉
。
蓋
孔
夫
子
孝
．
治
天
下
一
之
籍
也
。
然
而
予

反
．
求
諸
一
己
孝
一
。
豈
可
レ
得
焉
哉
。

一
斎
が
自
ら
実
践
し
よ
う
と
し
て
求
め
て
い
た
の
は
．
己
孝
」
で
あ
っ
た

と
言
う
。
そ
の
一
斎
が
『
孝
経
』
を
手
に
し
て
疑
問
を
抱
い
た
末
、
そ
れ
を
天

下
を
治
め
る
た
め
に
著
さ
れ
た
書
物
と
理
解
し
、
天
子
、
諸
侯
、
卿
大
夫
ま
で

（
妬
）

を
主
要
な
対
象
に
し
た
も
の
と
見
て
、
解
釈
を
加
え
て
い
く
。
こ
の
時
一
斎
自

身
は
、
天
下
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
か
。
つ
ま
り
自
分
自

身
と
天
下
と
を
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
段
階
で

は
ま
だ
不
明
確
で
あ
る
。

へ
Ⅳ
）

と
こ
ろ
で
佐
藤
立
軒
に
よ
る
『
皇
考
故
儒
員
佐
藤
府
君
行
状
』
（
文
久
元
年

五
月
）
に
は
、
若
年
期
の
一
斎
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
箇
条
に

事
聖
賢
之
学
一
。
立
レ
志
甚
堅
。

⑧
寛
政
二
年
、
始
登
二
仕
籍
一
、
入
二
待
御
一
。

○
快
烈
先
生
之
未
レ
嗣
二
林
氏
一
也
、
以
二
藩
公
子
一
居
二
於
城
東
浜
街
下
邸
一
。

先
生
長
二
先
子
一
四
歳
。
往
来
講
学
、
概
無
一
虚
日
一
。
毎
叉
出
．
入
於
井
上

四
明
・
麿
見
星
皐
之
門
一
、
聴
二
其
講
論
一
・

、
当
二
此
時
一
、
学
者
概
染
二
讓
園
余
臭
一
・
乃
著
二
弁
道
薙
蕪
二
巻
一
・
又
作
二
孝

経
解
意
補
義
一
巻
一
。

⑧
与
二
医
官
杉
本
樗
園
締
し
交
親
善
。
以
二
豪
放
一
自
任
。

⑧
三
年
云
々
。

こ
こ
に
は
い
く
つ
か
問
題
点
が
あ
る
。

⑪
㈱
の
「
成
童
」
と
は
十
五
歳
以
上
を
指
し
、
天
明
六
年
に
相
当
す
る
。
㈹

の
傍
線
部
は
「
余
齢
十
四
歳
、
始
懲
二
此
学
一
」
（
「
漫
記
」
）
・
「
予
自
二
束
髪
受
豚

書
時
一
、
即
獲
三
与
．
聞
宋
儒
緒
論
一
」
（
「
孝
経
楼
漫
録
序
」
）
に
由
来
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
波
線
部
は
、
後
に
見
る
が
、
一
斎
自

ら
⑧
の
後
の
こ
と
で
あ
り
、
十
九
歳
（
寛
政
二
年
）
の
時
の
こ
と
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
立
軒
は
こ
の
辺
り
の
事
情
を
混
乱
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

⑨
、
の
『
弁
道
薙
蕪
』
（
正
確
に
は
『
讓
園
關
蕪
』
）
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、

寛
政
三
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
『
孝
経
解
意
補
義
』
を
著
し

た
の
は
、
『
讓
園
關
蕪
』
以
前
の
寛
政
元
年
十
一
月
二
十
三
日
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
特
に
側
に
つ
い
て
、
㈲
の
波
線
部
の
「
欲
下
以
二
天
下
第
一
等
事
一

成
中
其
名
上
」
の
結
果
、
聖
賢
の
学
に
従
事
し
た
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の

波
線
部
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
行
状
記
よ
り
は
信
漏
性
が

分
け
て
示
す
。

’
’

㈹
至
二
成
童
一
薪
然
見
二
頭
角
一
。

欲
下
以
二
天
下
第
一
等
事
一
成
中
其
名
上
。
乃
従
．
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あ
る
一
斎
自
身
の
回
想
史
料
に
よ
っ
て
検
討
し
よ
う
。

（
杉
本
樗
園
は
ｌ
筆
者
注
）
学
二
挙
法
一
・
其
師
日
二
松
宮
柳
囿
翁
一
。
余
亦

適
性
学
。
与
レ
君
始
相
．
知
於
演
場
中
一
。
年
歯
相
若
舵
如
一
兄
弟
一
。
君
有
二

臂
力
一
、
技
亦
抜
群
。
雛
二
髭
願
依
様
一
而
髪
五
分
以
示
二
勇
猛
状
一
。
時
或

酔
後
夜
行
途
次
性
を
顛
。
賠
人
一
以
為
レ
快
。
余
亦
頗
負
レ
気
相
頷
頑
。
既
而

余
齢
十
九
。
一
旦
有
し
所
二
悔
悟
一
。
因
語
し
君
日
、
挙
法
危
事
且
匹
夫
之
技

耳
。
為
二
男
児
一
者
、
蓋
し
為
二
天
下
第
一
等
事
一
。
而
乃
用
二
此
小
勇
一
為
二
笑

若
一
。
君
日
然
、
吾
亦
思
し
之
。
遂
相
与
盟
約
折
し
節
読
書
。
（
「
侍
医
法
印

杉
本
君
墓
碑
銘
」
天
保
七
年
、
『
愛
日
楼
全
集
」
巻
二
○
）

杉
本
樗
園
（
一
七
七
○
’
一
八
三
六
）
は
一
斎
の
友
人
で
、
後
に
幕
府
の
医

官
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
十
九
歳
の
悔
悟
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

「
天
下
第
一
等
事
」
と
は
、
真
実
の
学
問
を
し
て
社
会
に
責
任
を
果
し
て
い
こ

う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
一
斎
が
樗
園
に
語
っ
た
言
葉
中
の
「
匹

夫
」
「
小
勇
」
は
、
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
の
「
王
請
無
し
好
二
小
勇
一
。
夫
撫
レ
剣

疾
視
日
、
彼
悪
敢
当
レ
我
哉
。
此
匹
夫
之
勇
、
敵
二
一
人
一
者
也
。
王
請
大
し
之
」

に
拠
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
斉
の
宣
王
に
対
し
て
孟
子
が
答
え
た
言
葉
で
あ
り
、

「
小
勇
」
「
匹
夫
之
勇
」
と
は
一
人
を
相
手
に
す
る
だ
け
の
こ
と
、
こ
れ
に
対

し
「
大
し
之
」
と
は
天
下
を
安
ん
ず
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
侍
医
法
印
杉
本

君
墓
碑
銘
」
は
回
想
史
料
で
あ
り
、
多
少
の
潤
色
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
こ
で
の
『
孟
子
」
か
ら
の
引
用
は
、
当
時
の
気
概
を
伝
え
る
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
十
九
歳
の
一
斎
は
、
こ
れ
か
ら
は
天
下
を
相
手
に
し
て
い
こ

う
と
悔
悟
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
後
の
一
斎
は
、
『
孝
経
解
意

補
義
』
の
段
階
で
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
、
自
分
自
身
と
天
下
と
の
関
係
づ
け

の
問
題
を
念
頭
に
置
い
て
、
思
索
を
進
め
て
い
く
。

三
、
寛
政
期
の
問
題
関
心

寛
政
三
年
の
柤
侠
学
批
判
、
同
年
二
月
か
ら
翌
年
六
月
に
か
け
て
の
陸
王
学

へ
の
関
心
の
推
移
と
い
う
二
点
を
踏
ま
え
、
寛
政
期
の
一
斎
の
思
想
に
お
い

て
、
最
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
探
り
出
し
て
い
こ
う
。

１
、
『
石
経
大
学
孜
』
の
性
格

こ
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
佐
藤
一
斎
ｌ
人
倫
の
担
い
手
の
拡
大
１
Ｊ

（
『
江
戸
の
儒
学
ｌ
『
大
学
』
変
容
の
歴
史
ｌ
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
）
の
な
か

で
詳
論
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
要
点
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
『
石
経
大

学
』
と
は
明
の
嘉
靖
年
間
に
出
現
し
た
も
の
で
、
豊
坊
の
偽
作
と
さ
れ
て
い

（
岨
）

る
。
そ
の
本
文
の
編
次
は
、
『
礼
記
』
古
本
と
も
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
新
本

と
も
異
な
る
。
こ
れ
に
一
斎
が
注
釈
を
加
え
た
も
の
が
『
石
経
大
学
孜
』
で
あ

り
、
寛
政
二
（
一
七
九
○
）
年
冬
の
自
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で

『
石
経
大
学
』
を
採
り
上
げ
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
首
尾
融
徹
、
脈
絡
貫
通
、

森
然
歴
然
自
有
し
則
也
。
致
知
之
章
、
未
二
嘗
關
一
焉
。
格
物
之
義
、
既
明
智
実
」

と
述
べ
、
こ
の
本
文
の
首
尾
一
貫
性
、
特
に
朱
子
が
誤
脱
が
あ
る
と
し
て
「
格

物
補
伝
」
を
補
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
本
文
に
は
「
致
知
格
物
」
解
釈
の
欠
落

が
な
い
点
を
挙
げ
、
そ
れ
を
良
し
と
す
る
。

次
に
一
斎
の
注
釈
を
見
よ
う
。

止
二
於
至
善
一
、
新
し
民
之
本
也
。
新
し
民
、
明
二
明
徳
一
之
本
也
。

明
二
明
徳
一
、
天
子
之
事
。

こ
の
十
九
歳
の
悔
悟
は
、
同
じ
寛
政
二
年
に
書
か
れ
た
『
石
経
大
学
孜
當
論

語
互
弁
』
の
前
か
後
か
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
寛
政
七
年
以
降
に
書
か
れ
た

『
大
学
一
家
私
言
』
の
な
か
で
は
、
こ
の
関
係
づ
け
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

七
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明
二
明
徳
於
天
下
一
指
二
天
子
一
也
。
（
中
略
）
古
昔
先
王
欲
し
明
二
明
徳
於
天

下
一
也
、
則
使
三
諸
侯
先
各
治
二
其
国
。
諸
侯
欲
し
治
二
其
国
一
也
、
則
使
三
卿

大
夫
先
各
斉
二
其
家
一
。
家
斉
国
治
、
則
平
二
天
下
一
可
レ
運
二
諸
掌
上
一
也
。

『
大
学
』
三
綱
領
の
「
明
明
徳
」
に
つ
い
て
、
朱
子
は
そ
の
主
体
に
条
件
を

付
し
て
は
い
な
い
が
、
一
斎
は
そ
の
主
体
を
天
子
に
措
定
し
て
い
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
大
学
』
本
文
の
「
古
之
欲
し
明
二
明
徳
於
天
下
一
者
」
の

「
古
」
に
引
か
れ
、
こ
の
経
典
を
堯
舜
な
ど
の
徳
位
兼
有
し
て
い
た
古
の
先
王

に
関
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、
解
釈
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
以
上
、
次
の
二
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

仙
朱
子
が
誤
脱
が
あ
る
と
し
て
、
自
ら
「
格
物
補
伝
」
を
補
っ
た
の
に
対

し
、
『
大
学
』
本
文
に
は
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
こ
の
「
格
物
致
知
」
解
釈

の
〃
欠
落
〃
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、

『
石
経
大
学
』
を
採
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
解
決
を
図
っ
た
。

⑨
『
大
学
』
を
お
そ
ら
く
は
古
の
先
王
に
関
す
る
書
物
と
見
て
、
「
明
明
徳
」

の
主
体
を
天
子
に
措
定
し
た
。

２
、
『
讓
園
關
蕪
』
の
柤
裸
学
批
判

『
讓
園
關
蕪
』
は
荻
生
祖
棟
の
『
弁
道
』
を
批
判
し
、
寛
政
三
年
二
月
に
完

成
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
道
を
め
ぐ
っ
て
の
批
判
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
一
斎
が
柤
侠
の
道
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
面
か
ら

批
判
し
て
い
る
か
、
祖
採
の
道
に
対
す
る
批
判
の
な
か
か
ら
、
柤
侠
の
道
と
の

対
照
で
明
確
に
な
っ
て
く
る
一
斎
の
道
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
一
斎
は
柤

侠
の
「
先
王
之
道
、
安
二
天
下
一
之
道
也
」
を
批
判
し
て
次
の
如
く
述
べ
る
。

夫
孔
子
之
道
、
以
レ
修
レ
身
為
し
本
。
故
可
三
推
以
治
二
天
下
一
、
而
不
レ
可
下
以
レ

治
二
天
下
一
概
も
之
。
果
以
二
物
子
之
説
一
、
則
士
庶
人
以
下
行
し
道
之
名
絶

実
。
（
第
二
則
）

一
斎
は
沮
棟
の
道
を
政
治
的
な
も
の
と
限
定
し
て
、
そ
う
な
れ
ば
非
為
政
者

は
、
道
を
実
践
し
な
く
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
し
て
道
を
為
政
者

に
よ
る
独
占
か
ら
解
放
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
祖
侠
の
「
夫
道
、
先
王
之
道

也
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

夫
道
者
、
存
二
於
人
性
一
而
不
レ
離
者
。
何
翅
先
王
而
已
哉
。
何
翅
儒
家
而

已
哉
。
（
第
一
則
）

一
斎
は
道
を
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
の
性
に
根
拠
づ
け
、
道
の
イ
’
一
シ
ァ
チ
プ

を
先
王
か
ら
人
間
一
般
へ
と
解
放
し
、
儒
家
と
い
う
枠
を
取
り
払
お
う
と
す
る
。

夫
仁
義
礼
智
、
天
地
自
然
之
道
。
亘
二
於
万
古
一
而
不
レ
改
、
存
二
乎
人
性
一

而
不
レ
滅
。
可
レ
行
二
諸
夏
華
一
、
可
レ
行
二
諸
戎
狄
一
。
（
第
五
則
）

こ
れ
は
沮
侠
の
「
先
王
之
道
、
先
王
所
し
造
也
。
非
二
天
地
自
然
之
道
一
」
へ

の
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
一
斎
の
道
と
は
、
先
天
的
な
性
に
基
づ
き
、
と
い
う

こ
と
は
後
天
的
な
作
為
を
借
り
ず
に
自
然
で
あ
る
。
そ
の
実
質
は
仁
義
礼
智
と

い
う
よ
う
な
、
華
夷
の
区
別
を
超
え
、
時
間
・
空
間
を
超
え
て
万
人
に
対
し
て

普
遍
妥
当
性
を
も
つ
道
徳
的
な
も
の
で
あ
る
。
以
上
を
端
的
に
言
え
ば
、
道
の

普
遍
性
を
主
張
し
た
も
の
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
次
に
仁
に
つ
い
て
見
よ
う
。

果
如
下
物
子
以
レ
安
二
天
下
一
為
し
仁
之
説
上
、
庶
人
不
し
可
レ
行
し
仁
歎
。
然
而

孔
子
之
言
日
、
吾
欲
し
仁
、
仁
斯
至
突
。
庶
人
豈
不
豚
可
レ
行
し
仁
歎
。
（
第

七
則
）

一
斎
は
、
柤
侠
は
仁
を
為
政
者
の
み
の
徳
と
し
た
と
批
判
し
、
そ
の
実
現
を

為
政
者
に
よ
る
独
占
か
ら
庶
人
に
ま
で
解
放
し
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
次
の
如

く
述
べ
る
。

顔
淵
間
し
仁
。
孔
子
日
、
克
レ
己
復
し
礼
。
為
し
仁
由
し
己
而
由
し
人
哉
。
子
張
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間
し
仁
。
孔
子
日
、
恭
寛
信
敏
恵
。
夫
斯
五
者
亦
由
し
己
也
。
由
し
己
而
不
し

仮
し
佗
。
（
第
七
則
）

仁
の
実
現
は
各
人
の
責
任
で
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

先
の
『
石
経
大
学
孜
』
に
お
い
て
、
『
大
学
』
の
「
明
明
徳
」
の
主
体
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
こ
の
『
讓
園
關
蕪
』
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
一
斎
は
こ
れ
ま
で
の
道
や
仁
の
把
握
に
促
さ
れ
、
『
弁
道
』
の
次
の
箇
所

を
批
判
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

明
徳
者
君
徳
也
。
左
伝
諸
書
可
レ
稽
焉
。
明
者
挙
而
明
し
之
也
。
非
二
磨
而

明
し
之
之
詣
也
。
即
謂
二
養
老
序
歯
之
事
一
也
。
（
『
弁
道
』
第
二
四
則
）

大
学
解
日
、
明
徳
謂
二
顕
徳
一
也
。
此
所
謂
君
徳
也
。
殊
不
レ
知
、
明
徳
、

徳
明
二
於
内
一
、
顕
徳
、
徳
顕
二
於
外
一
、
不
し
可
レ
混
也
。
伝
引
二
大
甲
一
日
、

顧
二
記
天
之
明
命
一
。
明
不
二
必
君
徳
一
。
上
明
字
、
伝
日
、
皆
自
明
也
。
左

氏
内
伝
日
、
務
崇
レ
之
之
謂
也
。
豈
挙
而
明
レ
之
之
謂
也
。
（
『
讓
園
關
蕪
』
）

一
斎
は
沮
侠
の
「
明
明
徳
」
理
解
を
批
判
し
て
、
「
明
明
徳
一
の
主
体
は
君

主
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
万
人
が
実
践
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。

『
石
経
大
学
孜
』
と
『
讓
園
關
蕪
』
と
の
関
連
と
い
う
こ
と
で
考
え
れ
ば
一
斎

は
、
沮
侠
学
批
判
を
媒
介
に
し
て
、
天
子
に
措
定
さ
れ
て
い
た
「
明
明
徳
」
の

（
四
）

主
体
を
身
近
に
引
き
寄
せ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
以
上
一
斎
が
道
徳
的
主
体
性

を
人
間
一
般
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

３
、
『
大
学
一
家
私
言
』
の
朱
子
学
批
判

（
”
）

寛
政
五
年
、
二
十
二
歳
の
一
斎
は
「
心
得
録
」
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
な
か

に
次
の
語
が
見
え
る
。

能
解
二
大
学
一
肇
二
初
頭
三
句
一
者
、
天
下
第
一
等
名
儒
。
（
第
七
一
条
）

「
天
下
第
一
等
」
は
、
十
九
歳
の
時
に
志
し
た
こ
と
で
あ
る
。
自
分
自
身
と

天
下
と
の
関
係
づ
け
が
、
『
大
学
』
三
綱
領
の
解
釈
に
掛
っ
て
い
る
と
さ
れ

る
。
そ
れ
が
達
成
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
見
る
『
大
学
一
家
私
言
』
に
お
い

て
で
あ
る
。
一
斎
は
寛
政
三
年
二
月
か
ら
翌
年
六
月
に
か
け
て
陸
王
学
へ
と
引

か
れ
て
い
く
の
だ
が
、
「
余
自
二
二
十
四
五
歳
一
、
疑
．
弐
紫
陽
大
学
新
本
一
、
因

本
二
余
挑
之
意
一
、
就
二
古
本
一
読
し
之
。
時
著
二
一
書
一
、
日
二
大
学
一
家
私
言
一
」

（
釦
）

（
『
大
学
摘
説
』
序
言
、
文
政
十
二
年
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
著
作

は
、
寛
政
七
・
八
（
一
七
九
五
・
九
六
）
年
頃
か
ら
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
に

疑
問
を
も
ち
、
王
陽
明
の
「
古
本
大
学
（
新
）
序
」
の
説
に
基
づ
い
て
『
大

学
』
古
本
を
読
承
、
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
著
作
に
つ
い
て
も
、
前
記

拙
稿
の
な
か
で
考
察
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
を
述
べ
る
。
一
斎

（
”
）

は
『
大
学
』
全
体
に
つ
い
て
次
の
如
く
言
う
。

陽
明
王
子
崇
。
尚
古
本
大
学
一
、
嘗
述
二
其
旨
一
日
、
大
学
之
要
、
誠
し
意
而

已
突
。
誠
し
意
之
功
、
格
し
物
而
已
突
。
誠
し
意
之
極
、
止
二
至
善
一
而
已
美
。

止
二
至
善
一
之
則
、
致
し
知
而
已
突
（
古
本
大
学
序
１
割
注
）
。
此
言
一
出
、

千
古
不
し
決
之
疑
、
碧
然
以
解
。
聖
人
之
学
如
レ
是
其
易
簡
直
裁
、
人
人
可
レ

能
也
。
朱
子
不
レ
得
二
其
説
一
、
一
疑
二
其
錯
簡
一
、
二
補
二
其
關
亡
一
、
三
又

創
．
為
小
学
書
一
・
将
三
以
補
二
伝
之
所
戸
未
し
備
、
則
其
心
亦
良
苦
。
然
究
二

無
稽
之
言
一
耳
。
太
乖
二
乎
古
人
為
し
学
之
方
一
美
。
（
「
大
学
」
）

一
斎
は
こ
こ
で
引
か
れ
て
い
る
王
陽
明
の
「
古
本
大
学
（
新
）
序
」
に
基
づ

い
て
、
古
本
に
拠
っ
て
全
篇
を
解
釈
し
、
朱
子
の
改
補
を
批
判
す
る
。
「
格
物

補
伝
」
に
つ
い
て
は
、
「
誠
意
」
の
外
に
「
致
知
格
物
」
と
い
う
別
の
工
夫
が

あ
る
の
で
は
な
く
、
両
者
は
潭
然
一
体
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『
大
学
』
で
は

「
誠
意
」
を
解
い
て
も
は
や
「
致
知
格
物
」
は
解
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
と
い
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う
（
「
誠
意
」
）
・
先
の
『
石
経
大
学
孜
』
の
と
こ
ろ
で
見
た
①
の
問
題
が
、
王

陽
明
の
「
古
本
大
学
（
新
）
序
」
の
説
に
よ
り
落
着
を
見
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
説
は
、
工
夫
が
「
易
簡
直
徴
」
で
あ
り
、
「
人
人
可
レ
能
」
つ
ま
り
人
間
一

（
”
）

般
に
可
能
で
あ
る
か
ら
良
い
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
関
連
し
、
「
明
明

徳
」
の
主
体
を
め
ぐ
っ
て
一
斎
は
、
「
古
之
欲
し
明
二
明
徳
於
天
下
一
者
」
に
つ
い

て
次
の
如
く
言
う
。

明
二
明
徳
於
天
下
一
、
本
就
二
天
子
一
言
。
徳
、
位
之
徳
、
位
、
徳
之
位
、
非
し

有
レ
ニ
。
故
古
之
聖
人
必
皆
有
二
天
子
之
位
一
笑
。
雌
し
然
、
就
二
明
徳
之
量
一

言
し
之
、
凡
天
下
之
人
、
皆
有
二
万
物
一
体
之
仁
｜
・
故
夫
子
日
、
能
一
日
克
レ

己
復
し
礼
、
天
下
帰
二
於
仁
一
。
叉
日
、
能
行
二
五
者
於
天
下
一
為
〆
仁
。
是
也
。

欲
し
明
二
明
徳
於
天
下
一
、
極
二
明
徳
之
量
一
而
言
し
之
。
即
親
し
民
事
也
。
若
し

曰
し
使
餌
天
下
之
人
皆
有
三
以
明
二
其
明
徳
一
、
則
文
理
似
レ
難
し
通
。

こ
こ
で
先
に
見
た
十
九
歳
の
悔
悟
が
、
経
典
解
釈
の
な
か
で
生
か
さ
れ
て
い

る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
本
来
「
明
二
明
徳
於
天
下
一
」
の
主
体

は
徳
位
兼
有
の
古
の
天
子
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
斎
は
、
「
明
徳
之
量
」
「
万

物
一
体
之
仁
」
と
い
う
概
念
を
持
ち
出
し
、
人
間
誰
も
が
天
下
と
か
か
わ
り
得

て
、
そ
こ
で
自
分
の
責
任
を
果
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
万

人
が
自
ら
の
責
任
で
「
明
明
徳
」
を
実
践
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

朱
子
の
『
大
学
章
句
』
に
見
え
る
、
士
大
夫
官
僚
に
よ
る
蒙
昧
な
衆
人
教
化
と

い
う
「
新
民
」
の
構
図
を
拒
否
す
る
。
一
斎
は
「
親
民
」
の
解
釈
に
お
い
て
も

「
民
者
人
也
。
対
し
己
之
称
。
（
中
略
）
汎
謂
二
人
類
一
・
非
三
専
指
二
百
姓
一
」
と

述
べ
、
「
民
」
と
は
被
治
者
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
人
間
一
般
を
指
す

の
で
あ
る
と
し
て
、
朱
子
の
「
新
民
」
の
構
図
を
批
判
す
る
。

以
上
に
お
い
て
一
斎
は
、
道
徳
的
主
体
性
を
万
人
へ
と
拡
大
し
よ
う
と
し
て

四
、
学
派
の
相
対
化
と
寛
政
期
以
降
へ
の
展
望

寛
政
期
の
一
斎
に
と
っ
て
、
道
の
普
遍
性
と
い
う
こ
と
が
根
本
的
な
問
題
関

心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
寛
政
期
以
降
へ
の
展
開
を
見
る
上
で
、
も
う

一
つ
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
寛
政
年
間
に
書
か
れ
た

「
理
学
真
偽
論
」
を
考
察
し
て
い
こ
う
。

道
者
天
下
之
公
道
、
而
学
亦
天
下
之
公
学
也
。
稽
二
之
干
経
一
而
弗
レ
畔
、

求
二
之
十
心
一
而
弗
些
民
、
乃
其
所
．
以
為
該
公
也
。
公
即
理
也
。
能
公
レ
之
者

学
也
。
既
日
二
理
学
一
、
不
し
宜
レ
有
二
真
偽
之
異
一
也
・
而
其
有
二
真
偽
一
何
也
。

天
下
之
言
レ
理
者
、
不
し
為
し
不
し
多
・
而
其
公
レ
之
者
能
幾
何
実
。
至
二
夫
段

誉
相
制
、
彼
此
相
形
、
利
害
相
攻
、
是
非
相
傾
一
、
則
其
所
ョ
以
動
二
不
公

之
心
一
者
、
非
二
復
一
端
一
。
是
以
理
失
二
其
当
一
、
学
爽
二
其
則
一
、
而
真
偽

之
塗
分
。
故
欲
し
弁
二
真
偽
之
異
一
者
、
必
先
視
二
其
心
之
公
私
何
如
一
耳
。

道
の
普
遍
性
が
実
現
さ
れ
る
か
否
か
は
、
心
の
公
私
何
如
に
関
係
し
て
い
る

と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
道
の
普
遍
性
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
心
が
公
平
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
一
斎
は
、
現
状
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

今
之
歩
．
趨
程
朱
一
者
、
視
二
陸
王
一
若
二
仇
儲
一
。
拒
レ
之
牢
、
排
し
之
峻
。
至
レ

比
二
之
干
洪
水
猛
獣
一
、
億
何
其
甚
也
。
（
中
略
）
皆
出
二
子
不
公
之
偏
、
党

い
る
。
こ
の
問
題
関
心
は
『
讓
園
關
蕪
』
の
場
合
と
一
貫
す
る
。
さ
ら
に
こ
こ

で
は
、
人
間
一
般
の
立
場
か
ら
で
も
天
下
を
担
い
得
る
と
言
う
。
要
す
る
に
一

斎
は
、
道
の
普
遍
性
を
自
己
の
思
想
的
な
足
場
と
し
、
道
徳
的
主
体
性
の
人
間

一
般
へ
の
拡
大
と
い
う
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
柤
侠
学
を
批
判
し
、
そ
し
て
陽

明
学
へ
と
引
か
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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同
伐
異
一
者
已
。
此
不
三
特
非
二
程
朱
之
意
一
、
叉
恐
失
二
孔
子
之
旨
一
也
。
嵯

夫
道
者
天
下
之
公
道
、
而
学
亦
天
下
之
公
学
也
。

一
斎
は
、
今
の
程
朱
学
者
が
陸
王
学
を
目
の
敵
に
し
て
排
撃
し
て
い
る
現
状

に
批
判
の
目
を
向
け
る
。
こ
れ
は
党
同
伐
異
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ

も
の
原
因
は
、
普
遍
的
な
道
を
実
現
す
る
た
め
の
心
の
公
平
さ
を
失
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
「
今
之
歩
．
趨
程
朱
一
者
」
と
は
誰
を
指
し
て
い
る

の
か
。
第
一
に
、
こ
の
「
理
学
真
偽
論
」
は
寛
政
年
間
（
お
そ
ら
く
寛
政
二
年

（
鯉
）

か
ら
同
四
年
ま
で
の
朱
子
学
時
代
）
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
陸
王

学
に
対
す
る
排
撃
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
天
明
八
年
一
月
十
六
日
に
は
柴

野
栗
山
（
一
七
三
六
’
一
八
○
七
）
が
、
寛
政
元
年
九
月
十
日
に
は
岡
田
寒
泉

（
一
七
四
○
’
一
八
一
六
）
が
昌
平
書
教
官
と
な
っ
て
い
る
。
異
学
の
禁
が
発

令
さ
れ
た
の
は
寛
政
二
年
五
月
で
あ
る
。
寛
政
三
年
九
月
に
は
尾
藤
二
洲
（
一

七
四
五
’
一
八
一
三
）
が
昌
平
蟹
教
官
と
な
っ
て
い
る
が
、
先
に
天
明
七
年
十

一
月
に
は
、
二
洲
が
仁
斎
学
、
祖
侠
学
、
陸
王
学
な
ど
を
批
判
し
、
特
に
陸
王

（
泌
）

学
に
つ
い
て
は
禅
学
と
同
趣
で
あ
る
と
述
べ
た
『
正
学
指
掌
』
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
古
賀
精
里
（
一
七
五
○
’
一
八
一
七
）
が
昌
平
醤
教
官
と
な
る
の
は
寛

政
八
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
早
く
同
三
年
に
は
佐
賀
よ
り
江
戸
に
出
て
、
幕

命
に
よ
り
昌
平
髪
で
経
を
講
じ
て
い
る
。
推
論
で
あ
る
が
一
斎
が
批
判
し
て
い

る
の
は
、
こ
れ
ら
の
異
学
の
禁
に
関
係
す
る
い
わ
ゆ
る
朱
子
学
正
学
派
の
こ
と

で
は
な
い
か
。
寛
政
五
年
の
「
心
得
録
」
に
は
「
聖
人
之
道
、
坦
若
二
大
路
一
、

傲
若
二
大
陽
一
。
後
世
学
者
、
各
立
二
門
戸
一
則
随
実
」
と
あ
る
。
道
は
大
路
の
よ

う
に
平
ら
で
広
く
、
太
陽
の
よ
う
に
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
一
派
を
標
傍
す
る
門
戸
の
見
を
批
判
す
る
。
一
斎
は
こ
こ
で
朱
子
学
正

学
派
も
含
め
て
意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
は
道
の
普
遍
性
を
根
拠
に
し
て
他
学
派
排
斥
、
門
戸
の
見
を
否
定
し

た
一
斎
自
身
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
か
。
「
理
学
真
偽
論
」
で
は
次
の

如
く
述
べ
る
。

筍
使
其
言
出
二
子
公
一
乎
、
則
雌
レ
有
三
少
戻
二
程
朱
一
、
而
吾
謂
二
之
理
学
一
・

況
其
不
乙
民
二
程
朱
一
乎
。
筍
使
其
言
弗
レ
出
二
干
公
一
乎
、
則
誰
レ
有
三
純
守
二

程
朱
一
、
而
吾
不
し
得
し
謂
二
之
理
学
一
。
況
其
不
し
守
二
程
朱
一
乎
。

こ
の
時
一
斎
は
、
基
本
的
に
は
程
朱
学
の
側
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
同
時
に
、

普
遍
的
な
道
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
心
の
公
平
さ
と
い
う
立
場
に

立
っ
た
と
き
、
程
朱
学
、
陸
王
学
な
ど
と
い
う
学
派
を
相
対
化
し
得
る
視
点
を

も
っ
て
い
た
。

（
妬
）

後
年
一
斎
は
、
『
言
志
録
』
に
お
い
て
、
寛
政
期
に
見
ら
れ
た
道
の
普
遍
性

の
把
握
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

莊
莊
宇
宙
、
此
道
只
是
一
貫
。
従
し
人
視
し
之
、
有
二
中
国
一
、
有
二
夷
狄
一
・

従
し
天
視
し
之
、
無
二
中
国
一
、
無
二
夷
狄
一
。
中
国
有
二
乗
葬
之
性
一
、
夷
狄
亦

有
二
乗
尋
之
性
一
。
中
国
有
二
側
隠
差
悪
辞
讓
是
非
之
情
一
、
夷
狄
亦
有
二
側

隠
蓋
悪
辞
讓
是
非
之
情
一
。
中
国
有
二
父
子
君
臣
夫
婦
長
幼
朋
友
之
倫
一
、

夷
狄
亦
有
二
父
子
君
臣
夫
婦
長
幼
朋
友
之
倫
一
。
天
寧
有
三
厚
薄
愛
憎
於
其

間
一
。
所
。
以
此
道
只
是
一
貫
一
。
但
漢
士
古
聖
人
発
。
揮
此
道
一
者
独
先
、

又
独
精
。
故
其
言
語
文
字
足
三
以
興
．
起
人
心
一
、
而
其
実
則
道
在
二
於
人

心
一
、
非
三
言
語
文
字
之
所
二
能
尽
一
。
若
謂
三
道
独
在
二
於
漢
士
文
字
一
、
則
試

思
し
之
、
六
合
内
同
文
域
凡
有
し
幾
・
而
猶
有
二
治
乱
一
。
其
余
横
文
之
俗
、

亦
能
性
二
其
性
一
、
無
し
所
し
不
し
足
、
倫
二
其
倫
一
、
無
し
所
し
不
し
具
、
以
養
二
其

生
一
、
以
送
二
其
死
｝
。
然
則
道
豈
独
在
二
於
漢
士
文
字
一
已
乎
。
天
果
有
二
厚

薄
愛
憎
之
殊
一
云
乎
。
（
第
二
三
条
）

七
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結
び

本
稿
で
は
、
寛
政
期
を
め
ぐ
っ
て
の
一
斎
の
思
想
的
営
為
に
つ
い
て
、
次
の

点
を
明
ら
か
に
し
た
。

仙
朱
子
学
を
信
奉
し
て
い
た
一
斎
は
、
寛
政
三
年
の
『
讓
園
關
蕪
』
に
よ
っ

て
祖
侠
学
を
批
判
し
、
同
年
二
月
か
ら
翌
年
六
月
に
か
け
て
陸
王
学
へ
と
引

か
れ
て
い
く
。
こ
の
思
想
遍
歴
を
一
貫
し
て
い
た
思
想
的
な
足
場
と
し
て
道

こ
こ
で
は
道
の
普
遍
性
で
も
、
特
に
中
国
・
夷
狄
と
い
う
区
別
を
超
え
た
、

空
間
的
な
普
遍
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
洋
学
を
通
し
て
は
い
っ
て
く

る
西
洋
に
関
す
る
知
識
に
触
発
さ
れ
て
の
議
論
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
じ
『
言
志

録
』
の
な
か
で
一
斎
は
、
「
為
し
学
標
．
傍
門
戸
一
、
只
是
人
欲
之
私
」
（
第
一
六

六
条
）
と
述
べ
、
学
派
に
固
執
す
る
よ
う
で
は
心
が
公
平
で
は
な
い
と
言
う
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
後
年
の
一
斎
は
、
欄
外
書
や
『
言
志
後
録
』
『
言

志
晩
録
』
『
言
志
菫
録
』
に
お
い
て
盛
ん
に
朱
陸
論
を
展
開
す
る
。
簡
潔
に
言

え
ば
、
朱
子
学
、
陸
王
学
に
は
異
同
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
周
程
の
学
に
淵
源

し
て
お
り
、
根
源
に
帰
せ
ば
同
一
で
あ
る
と
す
る
朱
陸
・
朱
王
同
宗
論
で
あ

（
”
）

る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
一
斎
は
、
『
言
志
菫
録
』
稿
本
に
お
い
て
、
「
如
二
朱
陸

之
説
一
、
雌
し
有
二
小
異
一
、
而
本
二
諸
周
程
一
、
則
同
美
。
然
今
人
各
立
二
門
戸
一
、

不
し
能
二
相
容
一
。
是
則
非
二
公
平
之
見
一
。
余
故
特
言
二
合
一
一
而
已
」
と
述
べ
、

「
公
平
之
見
」
の
視
点
か
ら
、
一
派
を
立
て
て
他
派
を
排
斥
す
る
こ
と
を
否
定

し
て
、
朱
陸
同
宗
論
を
唱
え
て
い
る
。
こ
の
視
点
は
、
「
理
学
真
偽
論
」
や

「
心
得
録
」
で
見
た
、
普
遍
的
な
道
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
心
の

公
平
さ
と
い
う
立
場
に
立
つ
時
、
学
派
を
相
対
化
し
得
る
と
し
た
視
点
と
一
貫

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

の
普
遍
性
へ
の
確
信
が
あ
り
、
特
に
一
斎
は
、
道
徳
的
主
体
性
を
万
人
へ
と

拡
大
し
、
誰
で
も
が
天
下
を
担
い
得
る
も
の
と
し
た
。
こ
こ
に
天
下
を
相
手

に
す
る
こ
と
を
志
し
た
十
九
歳
の
悔
悟
が
実
を
結
ん
で
い
る
。

②
こ
の
普
遍
的
な
道
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
心
の
公
平
さ
と
い

う
立
場
か
ら
、
朱
子
学
正
学
派
な
ど
の
他
学
派
排
斥
・
一
派
の
標
傍
を
否
定

し
、
む
し
ろ
学
派
を
相
対
化
し
て
い
く
。
そ
れ
が
朱
陸
・
朱
王
同
宗
論
へ
と

展
開
し
て
い
く
。

以
上
の
寛
政
期
に
お
け
る
一
斎
の
思
想
は
、
朱
子
学
正
学
派
の
思
想
と
対
照

的
な
面
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
、
こ
の
点
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
き

た
い
。

注

（
１
）
『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
（
一
九
二
二
年
、
南
陽
堂
）
四
六
五
頁
。

（
２
）
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
四
・

（
３
）
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
、
六
十
二
歳
の
時
の
「
漫
記
」
（
『
愛
日
楼

全
集
』
巻
四
一
）
に
は
、
「
余
齢
十
四
歳
、
始
饗
二
此
学
一
」
と
あ
る
。

「
此
学
」
と
は
聖
人
の
道
を
修
め
る
学
の
こ
と
、
或
い
は
宋
学
を
指
す

か
。
但
し
こ
こ
で
は
十
四
歳
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
河
田
文
庫
に
自
筆
本
が
あ
る
。

（
５
）
静
嘉
堂
文
庫
蔵
。

（
６
）
河
田
文
庫
蔵
。

（
７
）
『
楠
本
端
山
・
碩
水
全
集
』
所
収
。

（
８
）
田
中
侃
刀
「
補
正
・
佐
藤
一
斎
先
生
年
譜
」
（
明
治
大
学
教
養
論
集
、

第
九
九
号
、
一
九
七
六
年
）
参
照
。
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（
９
）
一
斎
が
竹
山
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
、
今
後
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
弘
化
三
年
の
「
左
伝
難
題
略
叙
」
（
『
愛
日
楼
全
集
』

巻
九
）
は
次
の
如
く
回
想
す
る
。

初
余
比
二
弱
冠
一
、
赴
二
浪
華
一
従
コ
学
竹
山
先
生
一
。
余
時
於
勝
経
頗

有
二
鄙
見
一
、
質
二
之
先
生
一
。
先
生
可
否
而
折
．
中
之
一
。
得
二
其
啓

発
一
匪
レ
細
。
履
軒
為
二
先
生
之
介
弟
一
。
様
善
雄
レ
同
、
持
論
梢
異
。

余
時
々
来
往
討
論
、
必
尽
二
其
底
蕊
一
而
後
已
。

一
斎
の
「
鄙
見
」
の
内
容
、
竹
山
の
「
可
否
」
「
折
中
」
の
実
際
、

中
井
履
軒
（
一
七
三
二
’
一
八
一
七
、
当
時
六
十
一
歳
）
と
の
「
討

論
」
の
内
容
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
こ
の
史
料
を
手
が
か
り
に
考
察
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
蛆
）
『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
三
三
’
三
四
頁
。

（
皿
）
田
中
侃
刀
「
補
正
・
佐
藤
一
斎
先
生
年
譜
」
、
及
び
『
升
堂
記
』
（
河

田
文
庫
蔵
、
ま
た
小
川
武
彦
・
金
井
康
編
『
徳
川
幕
府
蔵
書
目
』
第
十

巻
所
収
）
参
照
。

（
岨
）
河
田
文
庫
蔵
。

（
過
）
先
の
『
讓
園
關
蕪
』
を
立
軒
が
弘
化
三
年
に
手
写
し
た
も
の
が
『
弁

道
薙
蕪
』
（
河
田
文
庫
蔵
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
こ
に
付
さ
れ
た
駁
で

あ
る
。

（
Ｍ
）
こ
こ
に
付
け
加
え
て
お
く
が
、
『
讓
園
關
蕪
』
に
は
「
伊
氏
之
非
別

有
し
説
」
（
第
一
則
）
の
語
が
見
え
る
。
一
斎
に
は
柤
棟
学
批
判
の
外

に
、
仁
斎
学
を
批
判
し
た
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

（
蝿
）
こ
の
著
作
は
河
田
文
庫
に
二
本
あ
る
。
一
本
は
「
古
文
孝
経
解
意
補

義
」
と
題
す
る
自
筆
稿
本
、
も
う
一
本
は
「
孝
経
解
意
補
義
」
と
題

し
、
前
者
を
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
誌
に
つ
い
て
は
、
阿
部
隆
一

・
大
沼
晴
暉
「
江
戸
時
代
刊
行
成
立
孝
経
類
簡
明
目
録
」
（
斯
道
文
庫

論
集
、
第
一
四
輯
、
一
九
七
七
年
）
参
照
。

（
焔
）
『
孝
経
』
の
冒
頭
に
は
「
先
王
有
二
至
徳
要
道
一
」
と
あ
る
。
一
斎
は

こ
の
「
至
徳
要
道
」
を
天
下
に
か
か
わ
る
も
の
で
通
篇
の
枢
要
で
あ
る

と
す
る
。
そ
し
て
「
自
二
天
子
一
下
至
二
卿
大
夫
一
、
率
終
帰
二
至
徳
要
道
一
・

（
中
略
）
以
下
至
二
士
庶
人
一
、
孝
梢
下
」
（
第
四
章
）
と
述
べ
、
天
子
、

諸
侯
、
卿
大
夫
と
士
庶
人
と
の
間
に
一
線
を
画
す
。
ま
た
冒
頭
の
「
先

王
有
二
至
徳
要
道
一
」
に
つ
い
て
、
明
の
孫
本
の
語
を
借
り
て
、
「
不
し

曰
三
君
子
有
二
至
徳
要
道
一
、
而
称
二
先
王
一
。
以
見
下
孝
．
治
天
下
一
非
二
王

者
一
不
告
能
也
」
（
第
一
章
）
と
述
べ
、
「
至
徳
要
道
」
は
有
徳
者
で
あ

れ
ば
誰
で
も
実
現
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
言
う
。
庶
人
の
孝

に
つ
い
て
は
、
「
始
終
止
三
子
養
二
父
母
一
而
已
」
で
「
無
し
所
し
広
」
（
第

六
章
）
と
言
う
。

（
Ⅳ
）
河
田
文
庫
蔵
（
三
本
）
・
ま
た
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
愛
日
楼
全
集
』
所

収
。
『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
に
全
文
記
載
。

（
肥
）
荒
木
見
悟
「
石
経
大
学
の
表
彰
」
（
『
明
末
宗
教
思
想
研
究
』
所
収
）

．
「
唐
伯
元
の
心
学
否
定
論
」
（
『
陽
明
学
の
開
展
と
仏
教
』
所
収
）
、
佐

野
公
治
「
朱
子
以
降
に
お
け
る
『
大
学
』
観
の
変
遷
」
（
『
四
書
学
史

の
研
究
』
所
収
）
参
照
。

（
田
）
『
讓
園
關
蕪
』
が
成
っ
た
数
か
月
前
の
寛
政
二
年
冬
、
一
斎
は
『
論

語
互
弁
』
を
著
し
て
い
る
。
十
一
月
一
日
付
の
自
序
が
あ
る
。
こ
の
著

作
の
な
か
で
道
に
つ
い
て
、
「
斯
道
天
之
道
也
。
世
儒
不
レ
知
突
。
而
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以
陛
道
為
二
先
王
所
し
造
者
一
」
（
雍
也
）
と
述
べ
、
ま
た
仁
に
つ
い
て
、

「
晦
庵
解
し
仁
為
二
愛
之
理
、
心
之
徳
一
。
可
レ
謂
レ
尽
芙
。
近
代
之
枇
儒

輩
、
往
往
解
し
仁
日
二
安
レ
民
之
徳
一
・
未
し
知
二
何
所
し
見
而
言
一
・
頗
属
二
舛

謬
一
実
」
（
雍
也
）
と
述
べ
、
祖
侠
学
を
批
判
す
る
。
こ
れ
ら
は
『
讓
園

關
蕪
』
の
把
握
と
一
致
す
る
。
し
か
し
「
明
徳
」
に
関
し
て
は
、
「
古

者
称
し
明
多
指
二
君
上
之
徳
一
」
（
顔
淵
）
と
言
う
に
と
ど
ま
る
。

（
別
）
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
一
・
井
上
四
明
（
一
七
二
三
’
一
八
一
九
）
の

寛
政
五
年
十
二
月
六
日
付
の
「
題
心
得
録
」
が
あ
る
。

（
皿
）
『
日
本
名
家
四
書
註
釈
全
書
』
所
収
。
『
大
学
摘
説
』
と
は
、
文
政

十
二
（
一
八
二
九
）
年
五
十
八
歳
の
折
、
『
大
学
一
家
私
言
』
を
改
訂

し
て
十
二
月
上
旬
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
朗
）
こ
こ
で
は
東
正
堂
標
註
、
里
見
無
声
訓
点
『
佐
藤
一
斎
・
大
学
一
家

私
言
』
（
玉
文
館
、
一
九
一
○
年
）
を
使
用
。

（
羽
）
寛
政
年
間
の
朱
子
学
時
代
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
史
料
で
、
李
浩

と
陸
象
山
を
批
判
し
て
「
其
弊
至
下
於
疑
二
聖
経
一
段
中
賢
伝
上
、
則
不
公

之
害
、
可
二
勝
道
一
哉
」
（
「
理
学
真
偽
論
」
、
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
一
五
、

ま
た
『
寛
政
未
定
稿
』
巻
二
所
収
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
一
斎

の
思
想
的
立
場
、
批
判
の
対
象
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
「
公
」
（
普
遍

性
）
と
い
う
立
場
か
ら
、
経
伝
を
疑
い
穀
つ
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
点

は
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
推
察
し
て
こ
の
場
合
も
、
普
遍
性
と
い
う

面
か
ら
朱
子
個
人
の
改
補
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
『
愛
日
楼
全
集
』
は
、
佐
藤
立
軒
が
中
心
に
な
っ
て
文
詩

に
関
す
る
一
斎
の
稿
本
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
稿
本
と
し
て

判
明
し
て
い
る
の
は
、
『
寛
政
未
定
稿
』
（
寛
政
年
間
）
・
『
享
和
始
存

稿
』
（
享
和
一
’
三
）
・
『
一
斎
居
士
甲
子
稿
』
（
文
化
一
）
・
『
愛
日
楼
稿

本
』
（
文
化
七
ｌ
文
政
九
）
（
文
政
十
ｌ
安
政
五
）
・
『
陳
荘
窩
詩
抄
・
一

斎
甲
稿
抄
』
（
不
明
）
（
以
上
、
河
田
文
庫
蔵
）
、
『
一
斎
居
士
稿
』
（
文

化
二
’
五
）
・
『
愛
日
楼
稿
本
』
（
文
政
一
’
三
）
（
以
上
、
東
京
都
立

中
央
図
書
館
・
特
別
買
上
文
庫
蔵
）
で
あ
る
。
こ
の
『
愛
日
楼
全
集
』

所
収
の
文
に
は
、
題
の
下
に
執
筆
年
代
明
記
・
不
明
記
の
別
が
あ
る
。

不
明
記
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
『
寛
政
未
定
稿
』
の
よ
う
に
稿
本
を
調

べ
れ
ば
、
い
つ
の
も
の
か
分
か
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
「
理
学
真
偽

論
」
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。

（
別
）
一
斎
は
「
理
学
真
偽
論
」
の
な
か
で
、
宋
代
に
程
朱
が
現
わ
れ
て

「
理
学
」
を
打
ち
立
て
た
功
績
を
称
え
る
が
、
李
徳
遠
（
浩
）
と
陸
子

静
（
象
山
）
に
つ
い
て
は
、
「
私
意
之
偏
、
有
三
以
害
二
其
公
一
。
是
以

見
レ
道
不
レ
明
、
燭
し
理
或
昏
。
乃
認
レ
気
為
し
理
、
指
し
心
為
し
性
、
謂
し
経

為
し
註
、
援
レ
釈
為
レ
儒
」
と
批
判
し
、
明
の
程
克
勤
（
篁
駿
）
と
王
伯

安
（
陽
明
）
に
つ
い
て
も
、
「
立
レ
異
標
レ
新
、
以
張
一
宗
派
一
」
と
述
べ
、

程
篁
域
の
『
道
一
編
』
に
お
け
る
朱
陸
同
帰
論
、
王
陽
明
の
『
伝
習

録
』
に
お
け
る
知
行
合
一
論
を
批
判
す
る
。
ま
た
．
己
之
心
性
、
千

万
人
之
心
性
也
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
寛
政
二
年
の
十

九
歳
の
悔
悟
以
降
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
妬
）
日
本
思
想
大
系
『
祖
侠
学
派
』
所
収
。

（
邪
）
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
執
筆
開
始
、
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
刊
行
。

（
〃
）
河
田
文
庫
蔵
、
日
本
思
想
大
系
『
佐
藤
一
斎
・
大
塩
中
斎
』
補
注
に

所
収
。

（
東
北
大
学
大
学
院
・
院
生
）

八
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